
下
g
b
p
1
)

御
表
小
純
で
あ
っ
た
。
男
色
の
儀
に
付
き
江
戸
に
於
一
聞
に
烏
々
の
名
が
あ
り
、
土
地
部
く
、
石
地
で
下
回

い
て
同
役
伊
藤
源
右
衛
門
政
親
等
と
申
分
を
な
し
た
一
で
あ
る
と
記
す
る
。

局
、
正
徳
二
年
十
二
周
十
日
御
番
顕
に
預
け
ら
れ
、
一
マ
ツ
モ
ト
キ
ク
サ
プ
ロ
ウ
松
本
菊
三
郎
能
美

翌
年
二
局
十
五
日
知
行
を
召
放
し
て
椛
刑
の
宣
告
を
一
部
一
針
の
臨
師
山
越
賢
了
の
子
。
製
陶
・
陶
貨
を
感

受
け
、
五
周
二
日
金
制
停
に
到
着
、
六
日
越
中
五
ケ
山
一
び
、
出
で
L
窃
・
樟
三
聞
の
九
鬼
侯
の
御
庭
焼
に
従
ひ
、

に

移

さ

れ

た

。

一

叉

京

都

に

赴

き

て

尾

形

周

平

等

に

感

び

、

弘

化

元

年

マ
ツ
バ
ラ
ヤ
シ
キ
松
原
屋
慰
金
稼
城
内
玉
泉
一
廊
。
て
一
針
に
換
を
創
め
、
次
い
で
小
松
の
松
屋
佐

院
丸
の
北
、
秘
説
蛍
に
至
る
閣
の
曲
輸
で
あ
る
。
慶
一
兵
衛
の
家
を
製
ぎ
、
嘉
永
初
年
背
九
谷
を
改
良
し
、

長
古
闘
に
は
こ
ミ
に
桜
島
信
隼
人
と
記
載
し
て
あ
り
、
一
文
久
・
元
治
の
交
漣
代
寺
窯
を
改
造
し
て
、
古
九
谷

高
倉
隼
人
昌
俊
の
諸
国
第
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
名
一
の
再
興
に
波
頭
し
、
後
之
を
本
江
に
移
し
、
叉
八
幡

稽
の
陶
来
は
諸
説
あ
る
が
、
古
へ
此
の
附
近
が
松
原
一
に
新
窯
を
聞
い
た
。
明
治
の
後
松
本
氏
に
政
め
、
五

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
の
が
正
し
か
ら
う
。
一
年
家
を
子
佐
平
に
談
。
、
隠
栖
し
て
限
築
と
蹴
し
、

マ
ッ
プ
ギ
ヨ
ウ
松
奉
行
大
型
寺
務
に
て
林
務
一
二
十
二
年
七
局
七
十
一
歳
を
以
て
夜
し
た
。

を
麗
督
す
る
も
の
を
松
奉
行
と
稽
し
、
定
日
二
名
で
一
マ
ツ
モ
ト
ザ
ダ
マ
サ
松
本
貞
昌
沼
都
喜
市
郎
・

あ
っ
た
。
加
賀
滞
の
山
奉
行
に
同
じ
い
け
れ
ど
も
、
一
審
兵
衛
・
市
郎
右
衛
門
・
入
兵
衛
。
初
め
借
入
喜
太
夫
の

こ
の
領
内
の
山
林
は
紙
ね
松
樹
な
る
が
故
に
此
の
名
一
治
知
六
十
.
石
を
嬰
ぎ
、
元
総
十
四
年
御
歩
に
任
じ
、

が
あ
る
。
直
下
に
帳
前
役
・
曲
尺
巻
役
・
山
勉
・
山
番
一
亭
保
九
年
御
細
工
小
顕
と
し
て
こ
十
石
を
加
へ
、
賓

が
あ
り
、
根
前
役
は
帳
簿
を
挙
。
、
曲
尺
容
役
は
測
一
肘
六
年
海
珠
院
御
用
人
と
し
て
組
外
に
誕
み
、
十
三

踏
の
棋
に
捻
り
、
山
廻
・
山
番
は
山
林
を
巡
親
し
た
。
一
年
能
美
榔
代
官
と
な
り
、
明
和
三
年
七
十
六
践
を
以

マ
ツ
ミ
ヤ
ソ
ウ
Z

モ
ン
松
宮
宗
右
衛
門
父
前
一
て
授
。
そ
の
系
は
孫
八
兵
衛
の
時
に
断
絶
し
た
。

右
衛
門
は
前
回
利
長
に
仕
へ
た
。
宗
右
衛
門
元
和
四
一
マ
ツ
モ
ト
ザ
へ
イ
松
本
佐
平
松
本
菊
三
郎
の

年
四
百
石
を
領
し
、
後
更
に
百
石
を
加
へ
た
。
子
孫
一
子
、
松
霊
堂
と
説
し
た
。
嘉
永
四
年
小
松
に
生
ま
れ
、

相

継

い

で

滞

に

仕

へ

る

。

一

陶

業

を

矢

に

習

ひ

、

後

研

究

護

明

す

る

腕

多

く

、

明

マ
ツ
ム
ラ
マ
ゴ
サ
プ
ロ
ウ
松
村
源
三
郎
丹
羽
一
治
五
年
家
を
織
い
で
良
工
の
名
を
得
た
。
大
正
七
年

長
藍
の
臣
。
般
入
百
石
を
党
け
、
殴
長
五
加
で
入
用
前
一
九
月
七
日
夜
、
事
年
六
十
八
。

問
箪
と
奮
闘
し
て
創
を
得
た
。
後
前
倒
利
常
四
千
石
一
マ
ツ
モ
ト
シ
ョ
ウ
セ
ン
松
本
詮
帯
金
様
の
俳

を
奥
へ
て
之
を
召
抱
へ
た
が
吋
迭
に
仕
を
致
し
て
去
一
人
。
名
は
千
彦
、
早
苗
庵
ご
代
を
穣
し
、
森
下
町
に

っ
た
0

.

一
葉
麓
商
を
管
み
、
明
治
三
十
三
年
六
周
十
二
日
四
十

マ
ツ
モ
ト
松
本
石
川
郷
笠
閥
郷
に
臨
す
る
部
一
四
歳
記
以
て
夜
し
た
。

務
。
三
州
大
路
水
縫
に
手
取
川
の
こ
と
を
叙
し
て
、
一
マ
ツ
モ
ト
チ
ョ
ウ
松
本
町

4
ホ
ウ
ネ

Y
ジ
モ

元
腐
の
頃
は
小
上
村
な
る
今
の
橋
遜
を
商
流
し
て
、
一

y
ゼ

y

法
然
寺
門
前
。

鶴
来
の
民
の
方
松
本
村
の
擦
に
務
ち
た
と
古
老
が
僻
一
マ
ツ
モ
ト
ハ
タ
カ
松
本
自
華
石
川
郡
松
任
演

へ
る
。
そ
の
川
筋
と
見
え
て
鶴
来
か
ら
訟
本
に
至
る
一
宗
東
源
本
番
寺
の
倫
。
誌
は
搬
護
、
手
は
白
撃
。
梅

マ
ツ

隠
・
商
塘
・
林
宗
・
国
松
・
古
松
庵
と
脱
し
た
。
瑛
皐
を

蹟
瀬
旭
確
に
、
宗
皐
を
香
山
院
商
担
に
畢
び
、
安
政

三
年
寺
務
を
捜
ぎ
、
明
治
五
年
九
用
石
川
舜
台
と
共

に
本
願
寺
法
主
大
谷
光
筆
に
随
う
て
欧
洲
に
遊
び
、

十
年
九
周
外
掛
布
敬
師
と
し
て
支
那
に
赴
き
、
十
二

年
六
周
鴎
靭
後
は
自
坊
に
在
っ
て
敬
製
を
事
と
し

た
。
大
正
十
四
年
四
周
僧
正
に
補
せ
ら
れ
、
十
五
年

一
一
周
サ
五
日
八
十
九
歳
を
以
て
寂
。
法
鉱
白
華
院
。

マ
ツ
モ
ト
ハ
チ
ペ
Z

松
本
八
兵
衛
天
明
六
年

突
四
郎
右
衛
門
の
越
知
入
十
石
を
受
け
た
が
、
寛
政

四
年
三
周
五
日
一
門
御
預
と
な
り
、
次
い
で
公
事
場

湯
屋
に
牧
容
せ
ら
れ
、
五
年
越
中
五
ケ
山
に
枕
さ
れ

た
0

・

マ
ツ
モ
リ
ジ
ン
タ
ヤ
松
守
紳
結
珠
洲
郡
引
砂

に
銀
座
し
、
今
松
森
跡
祉
と
縛
す
る
。
式
内
等
萄
祉

担
に
、
『
松
守
紳
祉
。
三
崎
郷
引
砂
村
銀
座
。
稽
=
松

守
宮
刊
』
と
見
え
、
能
町
{
毘
名
跡
志
に
は
、
『
引
砂
村
氏

宮
は
、
松
森
の
宮
と
て
、
山
よ
り
出
現
あ
り
し
也
。

本
地
服
空
賦
帯
臨
也
。
』
と
記
す
る
。

マ
ツ
モ
リ
セ
イ
ハ
松
守
膏
域
能
美
郡
小
松
の

俳
人
。
泡
稽
牢
一
一
。
松
の
舎
と
穏
し
、
明
治
四
十
一

年
五
周
十
日
六
十
二
践
を
以
て
残
し
た
。

マ
ツ
モ
ン
松
門
藩
政
の
時
金
棒
上
ロ
・
下
口

の
町
端
勝
傍
に
松
樹
一
様
が
あ
っ
て
、
之
を
松
門
と

帯
し
た
。
上
口
の
松
門
は
泉
新
町
岡
遺
跡
祉
の
向
か

う
町
家
の
前
に
植
ゑ
、
下
口
の
松
門
は
春
日
町
と
大

槌
町
の
境
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
或
時
代
に
於
け
る
町

地
と
郡
地
と
の
境
界
で
、
藩
侯
の
晶
皆
勤
す
る
時
、
之

よ
り
内
は
供
廻
の
行
列
を
立
て
、
外
で
は
行
粧
を
崩

す
例
で
あ
っ
た
。

マ
ツ
モ
ン
バ
シ
松
門
橋
金
棒
橋
梁
記
に
『
松

門
の
橋
、
大
槌
に
有
之
。
』
と
記
載
し
、
春
日
町
と
大

樋
町
と
の
界
に
あ
る
小
橋
で
あ
っ
た
。

マ
ツ
ヤ
マ
松
山
江
沼
郡
能
美
境
の
申
に
邸
し
、

無
高
の
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
領
山
の
牢
腹
に
、
普
按

賊
松
山
推
奨
助
を
鐙
煎
の
刑
に
磁
し
た
腕
で
あ
る
と

偲
へ
て
、
釜
煎
揚
石
と
い
ふ
の
が
あ
っ
た
。

マ
ツ
ヤ
マ
イ
シ
松
山
石
江
沼
郡
松
山
に
産
す

る
石
初
。
石
英
粗
商
岩
質
の
凝
灰
岩
で
、
質
は
全
く

組
面
、
櫛
背
・
帯
鼠
又
は
帯
餓
色
火
山
灰
の
凝
結
か

ら
成
h
v
、
硬
い
。

マ
ツ
ヤ
マ
ガ
マ
松
山
隷
江
沼
郡
松
山
の
陶
窯
。

文
久
中
山
本
彦
左
衛
門
の
創
始
す
る
腕
で
、
吉
問
屋

窯
の
製
に
倣
う
た
が
、
久
し
か
ら
ず
し
て
賎
し
た
。

マ
ツ
ヤ
マ
ゴ
ベ
Z

松
屋
擦
兵
衛

J
カ
イ
グ
オ

タ
ヤ
海
禄
御
旋
屋
。

マ
ツ
ヤ
マ
サ
コ
ン
松
山
左
近
官
地
論
長
亭
ご

年
高
尾
城
攻
の
傑
に
、
富
樫
政
親
方
の
大
手
の
大
怖

に
松
山
左
近
が
あ
る
。

マ
ツ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
松
山
城
江
沼
郡
松
山
に
在

っ
た
。
江
沼
志
稿
に
、
松
山
村
の
土
俗
に
、
城
山
と

い
ふ
腕
一
一
宇
腕
あ
っ
て
、
・
本
丸
を
大
山
と
い
ひ
、
簡

の
方
に
あ
る
山
を
御
卒
山
と
い
ふ
。
大
山
に
は
蛇
郭

の
諮
紋
を
存
し
、
徳
山
五
兵
衛
が
こ
L
に
居
た
と
偲

へ
、
又
坪
坂
伯
醤
初
め
之
に
跨
h

り
、
後
金
揮
城
に
移

っ
た
と
も
あ
る
。
北
陸
七
闘
志
に
、
永
旅
十
年
十
一
一

周
加
越
和
睦
の
時
破
壊
し
た
一
向
一
俊
方
の
隔
城
を

柏
野
・
杉
山
と
あ
る
が
、
後
者
は
松
山
の
誤
で
あ
る
。

叉
山
口
記
に
は
、
慶
長
五
年
八
用
朔
前
回
利
長
が
大

型
寺
に
向
か
う
た
際
、
松
山
の
古
城
に
本
陣
を
取
っ

た
と
記
さ
れ
る
。

マ
ツ
ヤ
マ
ス
ケ
Z

モ
ン
松
山
助
右
衛
門
様
山

長
知
の
家
士
、
線
三
百
五
十
石
、
本
凶
越
前
。
初
め

朝
食
民
に
仕
へ
、
次
い
で
前
回
利
秀
に
来
仕
し
て
八

王
子
役
に
首
一
を
得
、
叉
長
知
に
縛
じ
て
大
坂
の
後

役
に
は
闘
醤
丸
に
先
管
合
槍
し
、
前
田
利
常
か
ら
白

七
八
一

必


